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な
ど
と
、
個
条
を
挙
ぐ
れ
ば
沢
山
あ
り
萱
す
が
啓
蒙
連
動
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
の
は
、

て と
の
岸
記
念
体
育
館
が
玄
だ
お
茶
の
水
に
あ
り
ま
し
た
頃
（
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
以
前
）
わ
れ
わ
れ
同
好
者
が
集
ま
り
注
し

て
、
銃
砲
の
歴
史
的
研
究
会
を
毎
月
開
催
し
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
研
究
の
範
囲
は
狭
い
も
の
で
な
く
相
当
広
汎
に
亘
ｂ
注
し

㈲ ㈲ 固 四 日 ロ ㈲

㈲
古
流
砲
術
の
実
演

口
銃
砲
展
覧
会
の
開

国
研
究
論
文
及
び
図

伽
明
治
百
年
史
と
銃
砲
史

㈹
日
本
古
来
の
文
化
と
銃
砲
史

日
本
銃
砲
史
の
研
究
及
び
そ
の
特
異
性

世
界
銃
砲
史
の
研
究
、
並
び
に
日
本
と

銃
砲
展
覧
会
の
開
催

研
究
論
文
及
び
図
書
の
発
行

幕
末
維
新
に
於
け
る
争
乱
と
銃
砲

古
銃
砲
の
保
存
、
そ
の
歴
史
的
探
求

幕
末
輸
入
欧
米
銃
砲
の
彙
集
並
に
沿
革
史

日
本
の
近
代
化
と
銃
砲
史

日
本
古
流
砲
術
の
復
元
及
び
保
存

銃
砲
史
学
会
の
新
ら

し
い
進
路
に
つ
い
て

御
挨

拶

並
び
に
日
本
と
の
関
連

文
学
博
士

-部－

牛1

馬

成
甫

－ 1 －

_ ＝I



な
ど
に
発
展
し
て
現
在
に
至
っ
て
お
り
き
す
。

然
る
に
幾
年
か
、
そ
れ
等
の
研
究
・
事
業
な
ど
を
実
施
し
て
来
ま
し
た
綾
戎
に
依
り
室
十
と
、
銃
砲
史
の
問
題
は
普
通
考
へ

ら
れ
て
居
り
き
す
よ
り
も
遙
か
に
広
汎
重
要
な
も
の
で
あ
り
蓑
し
て
、
例
へ
ぱ
明
ム
哩
剛
年
史
の
問
題
を
観
ま
し
て
も
、
銃
砲
史

の
占
む
る
割
合
は
更
に
大
き
な
も
の
と
思
は
れ
る
の
で
あ
り
玄
す
。

一
例
を
申
し
ま
す
れ
ば
明
治
十
三
年
に
村
田
銃
が
制
定
せ
ら
北
・
・
《
Ｌ
て
、
当
時
世
界
③
最
尚
水
準
を
示
し
て
い
ま
し
た
モ
ー

ゼ
ル
の
制
式
に
よ
り
さ
し
た
と
と
は
、
一
面
に
於
て
は
西
南
戦
争
の
苦
い
経
験
の
際
物
・
し
あ
り
ま
す
が
他
面
に
於
て
は
そ
の
結

果
日
清
戦
役
の
勝
利
の
因
と
な
り
、
更
に
そ
の
戦
役
直
後
投
立
せ
ら
れ
ま
し
た
八
幡
製
鉄
所
は
年
々
発
展
し
ま
し
て
、
来
年
富

士
製
鉄
所
．
と
合
併
し
て
大
戦
前
の
状
態
に
復
し
ま
す
れ
ば
、
世
界
蕊
二
の
大
会
社
と
な
り
、
童
た
日
本
の
鉄
鋼
総
生
産
は
既
に

ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
を
抜
き
ア
メ
リ
カ
に
次
で
世
界
第
二
の
高
位
を
示
し
て
い
注
す
。

と
れ
は
ホ
ン
ノ
一
例
に
過
ぎ
室
せ
ん
け
れ
共
銃
砲
と
鉄
鋼
と
の
関
係
、
鉄
鋼
と
文
明
と
の
関
係
は
実
に
密
接
で
あ
り
さ
し
て

銃
砲
史
を
辿
っ
て
行
け
ば
必
然
的
に
近
代
文
哨
史
に
至
る
の
で
あ
り
を
す
。

そ
こ
で
従
来
銃
砲
史
を
技
術
史
の
一
部
門
と
見
て
い
さ
し
た
角
峻
を
拡
大
し
さ
し
て
近
代
文
明
史
の
中
核
的
左
意
味
と
し
て

銃
砲
史
に
新
ら
し
い
意
味
を
持
た
し
め
こ
れ
を
観
察
し
た
す
と
き
、
そ
こ
に
は
遙
か
に
大
き
な
視
野
か
開
か
れ
、
特
に
十
九
世

紀
以
来
の
軍
事
史
、
植
民
史
、
文
明
史
の
核
心
を
な
す
と
と
ろ
の
も
の
を
そ
こ
に
発
見
す
る
の
で
あ
り
を
す
。

銃
砲
史
の
新
ら
し
い
分
野
は
即
ち
こ
の
意
味
で
あ
り
ま
し
て
本
学
会
が
新
ら
し
い
進
路
を
開
拓
せ
ん
と
す
る
の
も
即
ち
こ
の

点
で
あ
り
さ
す
。

四
日
本
一
フ
イ
フ
ル
射
撃

㈲
銃
砲
雑
誌
と
の
連
携

そ
れ
で
そ
の
一
つ
の
試
み
と
し
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
東
方
（
印
度
）
進
出
史
の
問
題
を
採
り
上
げ
ゞ
一
浜
し
た
。

こ
れ
は
世
界
史
と
し
て
も
新
ら
し
い
分
野
で
あ
り
在
し
て
、
何
故
に
白
人
が
東
方
と
言
は
ず
ま
た
ア
メ
リ
カ
（
西
方
）
へ
も

射
撃
協
会
と
の
明
迎
婆
業

－－2 －



ま
た
濠
州
へ
も
進
出
し
た
か
、
玄
た
如
何
に
し
て
進
出
し
た
か
、
そ
う
し
て
そ
れ
迄
も
幾
度
か
企
て
ら
れ
た
、
例
え
ば
元
（
抜

都
）
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
進
出
・
ア
レ
キ
サ
ン
鋲
Ｉ
大
王
の
印
度
・
妓
斯
征
服

、
及
ひ
ロ
ー
マ
帝
国
の
発
展
、
ま
ど
か
尽
く
失
敗

し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
の
は
何
故
か
を
明
ら
か
に
物
語
る
も
の
で
あ
り
童
す
。

そ
う
し
て
白
人
の
征
服
が
何
故
に
成
功
し
て
世
界
を
一
変
せ
し
め
た
か
、
南
北
ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
白
人
の
征
服
発
展
、
ア

メ
リ
カ
に
於
け
る
原
住
民
の
今
日
に
於
け
る
悲
惨
表
状
態
な
ど
す
べ
て
銃
砲
史
の
解
側
に
掛
か
っ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
上
今
日
は
既
に
新
ら
し
い
時
代
が
拓
け
て
い
富
す
、
銃
砲
や
火
薬
と
い
う
も
の
よ
り
一
鰯
し
て
そ
の
爆
裂
の
強
さ
が
数
千
、

数
万
倍
と
い
う
破
壊
力
を
持
つ
原
子
力
時
代
と
な
っ
て
い
蚤
す
。

一
方
に
こ
の
よ
う
に
科
学
的
進
歩
が
目
醒
ま
し
い
の
に
、
他
方
こ
れ
迩
用
ふ
る
人
間
《
哩
心
は
如
何
と
い
ふ
に
十
五
・
六
世
紀

の
頃
と
少
し
も
変
っ
て
い
ま
せ
ん
、
そ
の
証
拠
と
し
て
「
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
東
方
進
出
史
」
を
展
示
し
た
わ
け
で
あ
り
を
す
。

他

方
と
れ
と
対
照
し
て
「
ラ
ッ
セ
ル
」
法
廷
正
統
篇
丑
御
覧
願
い
ま
す
、
こ
れ
か
現
代
に
行
は
れ
て
い
る
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
の
現

状
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
こ
の
問
題
を
如
何
に
す
べ
き
か
と
い
う
こ
と
が
次
の
課
趨
と
な
り
ま
す
。

と
の
課
題
に
答
う
る
た
め
に
は
数
種
の
考
へ
方
が
あ
り
ま
し
ょ
う
、
宗
教
的
・
哲
学
的
・
倫
理
向
：
：
：
等
々
の
方
法
で
あ

り
ま
す
、
然
し
こ
れ
ら
の
概
念
論
的
な
思
考
で
は
政
治
的
に
は
殆
ん
ど
無
力
・
無
効
で
あ
り
を
し
た
こ
と
は
、
現
実
が
こ
れ
を

証
明
し
て
い
注
す
《

そ
れ
で
こ
の
よ
う
左
問
題
を
探
求
す
る
に
は
歴
史
学
的
方
法
で
た
く
て
は
鐙
ら
を
い
と
老
へ
ま
す
。

然
る
に
歴
史
に
は
多
く
戦
争
の
こ
と
が
現
れ
玄
す
そ
う
し
て
近
代
史
に
於
け
る
戦
争
に
於
て
は
銃
砲
が
そ
の
中
心
を
な
し
て

い
宮
す
結
局
銃
砲
史
を
学
ば
ま
け
れ
ば
近
代
史
を
理
解
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
あ
り
主
す
。

即
ち
銃
砲
史
が
近
代
の
政
治
・
経
済
・
思
想
等
一
切
の
人
間
歴
史
の
中
核
一
筵
な
し
交
す
。

並
に
私
が
本
学
会
の
新
ら
し
い
進
路
と
申
上
げ
る
り
は
こ
の
こ
と
で
あ
り
富
す
、
こ
の
結
果
本
学
会
の
研
究
範
囲
が
拡
大
さ

－ 3 －
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希
望
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

あ
る
の
と
同
様
な
関
係
に
あ
り
ま
す
。

れ
で
一
見
銃
砲
史
と
い
へ
ば
狭
い
課
題
の
よ
う
に
思
拭
れ
ま
す
か
、
そ
。
勾
拝
は
近
代
史

極
言
す
れ
ば
銃
砲
史
を
窺
は
た
け
れ
ば
近
代
史
は
解
す
る
こ
と
か
出
来
な
い
と
い
え
弐

。

い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

政
治
と
い
へ
ば
文
化
史
を
根
本
と
し
ま
す
、
即
ち
そ
れ
は
思
想
》
巽
と
な
ｈ
て
す
、

ｌ

そ
れ
で
本
学
会
の
新
ら
し
い
進
路
は
近
代
史
に
於
け
る
総
て
、
・
部
門
に
亘
》
や
塾
本
的
な
研
究
と
い
う
こ
と
に
な
り
蓑
す
。
そ

れ
で
一
見
銃
砲
史
と
い
へ
ば
狭
〈
課
題
り
ょ
う
に
思
依
れ
ま
す
か
、
そ
。
勾
拝
は
近
代
史
の
核
心
的
左
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、

ｈ
シ
士
ユ
せ
ぬ
。

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
勿
論
一
Ｌ
あ
り
一
》
〈
す
、
そ
う
し
て
、
＊
て
ｍ
｝
性
格
に
於
て
も
地
方
的
局
部
的
で
な
く
世
界
的
一
般
的

で
あ
り
、
さ
た
部
州
封
却
到
評
基
礎
に
し
た
も
の
で
あ
る
こ
Ｌ
は
当
然
で
あ
り
け
す
が
、
必
然
的
に
そ
れ
は
政
治
的
で
な
く
て
は
た

Ｉ

そ
れ
で
銃
砲
史
学
会
の
研
究
範
囲
も
自
然
拡
大
せ
ら
れ
あ
ら
ゅ
→
勺
嵯
史
の
部
門
へ
の
研
究
に
も
手
を
拡
げ
な
け
れ
ば
な
ら
た

こ
れ
を
新
ら
し
い
本
学
会
の
進
路
と
し
て
活
駿
な
研
究
と
諭
惑
と
が
交
は
さ
れ
一
層
の
熱
意
と
興
味
と
が
注
が
れ
ん
こ
と
を

昭
和
四
十
三
年
六
月
八
日

有
こ

の

馬

成
甫 （
終
）

で
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戸

ロ
ー
マ
帝
国
の
没
落
に
坐
り
、
イ
ベ
リ
ア
半
島
に
建
設
さ
れ
た
西
・
コ
ー
ト
王
凹
Ｇ
一
〈
く
七
二
）
は
、
ユ
ー
リ
ッ
ク
王

酋
六

０
１
１
Ⅲ
■
■
■
■
■
■
Ⅱ
‐
１

１
｝

《
～
四
八
五
）
の
と
き
、
ロ
ー
マ
よ
り
完
全
な
独
立
を
克
ち
得
て
、
ト
レ
ド
を
首
都
と
し
て
、
三
百
余
年
に
亘
る
統
治
を
続
け
た

１
１

が
、
七
世
紀
の
後
半
に
興
っ
た
、
ｚ
フ
セ
ン
人
の
西
進
に
よ
り
、
七
一
一
年
に
亡
ぼ
さ
れ
、
．
，
ル
ド
ヴ
ァ
を
中
心
と
し
た
画
剖
訓
刀

然
し
九
世
紀
の
初
め
に
北
方
山
獄
地
帯
に
、
坐
イ
リ
ス
ト
教
騎
士
団
か
興
り
、
レ
オ
ン
・
ナ
グ
ァ
ル
・
了
｜
フ
コ
ン
・
カ
ス
チ
ル

の
四
王
国
が
生
室
れ
、
十
一
世
紀
の
半
ば
工
り
多
少
の
移
動
は
あ
っ
た
が
、
一
二
三
○
年
迄
に
レ
オ
ン
は
カ
ス
チ
ル
に
、
ナ
ヴ

ｏ
ｊ
ｌ
１
も
０
口
０
０
１
０
１
１
１
’
１
１
０
口

セ
ン
王
国
の
治
下
に
入
っ
た
。

る
○ 一

四
六
九
年
了
う
、
コ
ン
王
子
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ド
と
カ
ス
チ
ル
王
女
イ
ザ
ベ

も
１
６
１
０
０
■
１
１
１
Ｊ
〃
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
１
日

カ
ス
チ
ラ
王
位
に
即
き
、
次
で
一
四
七
九
年
力
一
〈
チ
ラ
・
一
，
〃
ラ
“
コ
ン
ニ
王
国
が

ｔ
←
ｌ
恨

壹
一
二
Ｆ
‐
Ｌ

》
Ｊ
ク
と
一

勺
、
ｊ
‐

｜
｜

ウ
＋
１
４

ア
ル
は
ア
ラ
・
コ
ン
に
合
併
し
た
。

ホ
ル
ト
ガ
ル
王
国
の
成
立
は
、
ス
ペ
イ
ン
の
誕
生
よ
り
数
世
紀
も
前
つ
と
と
で
あ
る
・

レ
オ
ン
及
び
カ
ス
チ
ラ
王
ア
フ
ォ
ン
ゾ
六
世
か
、
、
フ
ル
ガ
ン
》
プ
ィ
ー
侯
フ
ィ
リ
ソ
・
ノ
ー
世
Ｊ
女
盆
姿
，
、
そ
り
援
兵
を
得
て

一
、

ポ
ル

ト
ガ

ル
王
国

○
成
立

ポ
ル

ト
ガ

ル
の
東
方
進

出
史

（
其
一
二

第
一
章

ポ
ル
ト
ガ
ル
の
興
起

I
う
と
の
結
婚
に
よ
‐
り
、
一
四
七
四
年
両
者
共
に

合
併
し
て
、
ス
ペ
イ
ン
．
王
国
が
出
来
た
の
で
あ

有
馬

成
甫

訳

5－
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ア
フ
オ
ン
ゾ
一
世
は
、
リ
ス
ボ
ン
占
領
後
首
都
を
こ
こ
に
移
し
、
彼
極
的
に
統
治
に
努
め
た
の
で
、
ロ
ー
マ
法
皇
ア
レ
キ
サ

ン
ダ
ー
三
世
（
二
五
九
～
へ
二
か
ら
国
王
と
し
て
法
規
上
の
椛
威
を
確
認
す
る
旨
の
＊
大
勅
丼
宙
戸
恒
）
が
与
へ
ら
れ
た
、
と
れ

れ
は
ス
ペ
イ
ン
の
成
立
（
一
四
七
九
）
よ
り
三
百
余
年
も
餉
の
こ
と
で
』
わ
っ
た
。

ア
フ
オ
ン
ゾ
六
世
の
後
は
、
そ
の
女
テ
レ
シ
ア
．
と
結
嬬
し
た
フ
ル
グ
ン
ド
公
妻
、
／
リ
ー
の
子
永
ル
ト
ガ
ル
伯
ヘ
ン
リ
ー
が
継

ぎ
、
そ
の
子
ド
ム
・
ア
フ
オ
ン
ゾ
．
・
ヘ
ン
リ
ー
（
二
一
ゞ
孔
～
二
へ
五
）
に
証
（
二
‐
剛
工
○
位
に
即
い
た
・

彼
は
ム
ア
ー
人
の
掃
蕩
に
力
を
尽
し
、
一
三
二
九
年
六
月
二
十
血
日
の
オ
ゥ
リ
ッ
ク

Ｇ
ｐ
Ｈ
５
Ｐ
の
）
の
戦
斗
で
、
決
定
的
な

勝
利
を
独
得
、

二
四
七
年
三
月
十
五
日
リ
ス
ボ
ン
よ
り
川
○
マ
イ
ル
の
地
点
に
あ
る
要
塞
地
サ
ン
タ
レ
ム
（
留
員
四
門
の
巳
）

を
占
領
し
、
対
叫
刈
即
刻
捌
卦
封
国
部
建
て
そ
の
初
代
国
王
と
た
り
、
ア
フ
オ
ン
ゾ
一
世
と
称
し
た
・

彼
は
ム
ア
ー
人
が
占
拠
し
て
い
る
リ
一
〈
ボ
ン
を
奪
取
し
唯
う
と
思
い
、
断
か
ら
タ
ー
グ
ス
河
口

角
ｐ
習
巳
に
旋
拙
し
十
字

軍
の
前
線
に
向
は
ん
と
し
て
い
た
英
国
艦
隊
の
援
助
を
得
て
攻
撃
を
開
始
し
、

二
五
八
年
六
月
二
十
八
日
こ
れ
を
占
蝕
し
た
、

リ
ス
ボ
ン
は
古
い
名
の
オ
リ
シ
ボ
（
○
ぽ
の
ぼ
じ
）
ま
た
は
ウ
リ
シ
ボ

Ｓ
ご
『
の
、
愚
Ｃ
）
と
い
う
フ
ェ
ニ
キ
ャ
語
か
ら
来
て
い

る
、
ヒ
ボ
と
は
要
塞
（
壁
で
囲
ん
だ
場
所
）
の
こ
と
で
、
ウ
リ
シ
ポ
は
ウ
リ
セ
ス
（
日
）
、
：
の
ど
と
い
う
人
が
作
っ
た
城
壁
の

町
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
ロ
ー
マ
時
代
は
地
方
区
（
喜
一
日
。
ｇ
自
己
）
が
瞳
か
れ
た
が
、
“
コ
ー
ト
人
に
次
い
で
サ
｜
フ
セ
ン
人
か

主
権
者
と
な
っ
て
か
ら
は
、
ア
ラ
ビ
ヤ
語
で
ラ
ッ
シ
ュ
ビ
ュ
ナ

Ｆ
”
の
毒
呂
鄙
餌
）

さ
た
は
オ
ッ
シ
ュ
ブ
ゞ
ナ

Ｓ
ｍ
ロ
ウ
ロ
屋
”
）
と

呼
ば
れ
、
そ
の
頃
か
ら
特
に
絹
織
物
工
業
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。

ウ
ロ

ｅ
Ｏ
匡
吋
且
の
北
、
ギ
マ
ラ
ン
（
ｇ
』
旨
①
門
か
①
の
）
に
置
き
、
そ
う
し
て
自
ら
の
祢
号
を
ボ
ル
タ

○
口
ほ
）

侯
と
呼
ん
だ
。
と
の
町
は
ド
ウ
ロ
即
ち
今
の
オ
ポ
ル
ト
（
動
．
冠
回
訓
式

の
入
口
の
港
町
て
、

易
港
と
し
て

知
ら
れ
た
重
要
求
地
点
で
あ
っ
た
、
後
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
い
う
国
名
は
、
こ
り
ポ

ら
転
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
○
八
七
年
よ
り
ム
ア
人
に
対
し
独
立
戦
争
を
起
し
、
一
Ｃ
九
五
年
に
主
、
り
独
得
し
た
地
方
を
一
団
と
し
て
、
政
治
中
心
を
ド

ブ
イ
’
一
キ
ァ
時
代
か
ら
貿

ル
ク
ス
・
カ
ー
レ
の
町
名
か

→
〈
・
カ
ー

レ
ヘ
勺
○
制
曾
屈

’
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＊
ロ
ー
マ
教
皇
の
印

窃
似

彼
の
統
治
下
の
ポ
ル
ト
ガ

継
ぎ
、
そ
の
後
を
ア
フ
オ
ン
・

っ
て
領
土
を
拡
張
し
、
六
州
、

彼
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
最
初
の
一

勺
の
の
画
回
国
ロ
ロ
）
を
任
命
し
た
。

間
は
平
和
の
時
代
が
続
い
た
。

ト
ム
・
ヘ
ン
リ
ッ
ク
（
ロ
○
己

画
の
毎
門
』
心
匡
Ｄ

二
一
丸
四
～
一
四
｛
く
つ
）

は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
エ
ド
ワ
ー
ド
（
一
四
一
一
二
一
～
一
四
三
へ
）

の
皇
弟
・
英
国
王
エ
ド
ワ
ー
ド
三
泄
（
三
一
毛
～
二
毛
ち

の
孫
、
ヘ
ン
リ
ー
四
世
（
一
・
一
克
九
～
菌
二
）
の
甥
で
あ
っ
た
。

一
般
に
は
彼
は
航
海
者

含
仰
ぐ
ご
恩
３
Ｊ
の
名
を
以
て
呼
ば
れ
て
い
る
。

彼
は
二
十
一
歳
の
と
き
、
そ
の
兄
弟
ド
ム
・
デ
量
ノ
ル
テ
及
び
ド
ム
・
ベ
ド
画
と
共
に
、
父
王
ヨ
ア
ン
一
世
に
従
っ
て
セ
ウ

デ
ィ
ニ
ッ
ッ
の
子
は
ア
フ
ォ
ン
ゾ
四
世
（
一
号
五
～
意
一
豆
七
）
そ
の
子
は
ド
ム
・
く
ド
ロ
ー
世
（
言
一
五
七
～
言
一
二
〈
七
）
で
あ

っ
た
。
彼
は
英
国
と
の
間
に
友
好
関
係
を
保
ち
、
一
三
五
二
年
菜
国
王
エ
ド
ワ
ー
ド
ニ
脳
（
言
言
毛
～
一
：
毛
七
）
と
協
定
を
結

び
、
英
国
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に
対
し
危
害
を
与
へ
な
い
と
穴
爵
し
た
。

ベ
ド
ロ
の
子
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ド
一
世
（
言
三
毛
～
三
舎
一
）
は
、
英
国
の
後
綾
を
得
て
カ
ス
チ
ル
と
競
争
し
、
戦
争
状
態

が
続
い
た
。
そ
の
子
ヨ
ア
ン
一
世
（
二
天
垂
～
一
雪
一
三
）
は
一
三
八
七
年
二
月
二
日
英
因
の
ジ
ョ
ン
・
ガ
ン
ト
（
ラ
ン
カ
ス
ダ

ー
）
侯

宮
○
盲
画
員
。
ぽ
回
国
琴

の
娘
フ
ィ
リ
ッ
・
〈
令
旨
馬
』
○
画
”
・
端
Ｆ
ｐ
ｐ
・
回
、
←
の
参
と
結
婚
し
た
。
彼
の
永
い
統
治
期

ポ
ル
ト
ガ
ル
の
商
業
的
活
動
は
、
ヨ
ア
ン
一
世
の
子
ド
ム
・
ヘ
ン
リ
ッ
ク
の
研
究
に
俟
つ
と
こ
ろ
が
多
い
。

Ｉ

ル
最
初
の
海
軍
を
建
設
し
、

二
、

ド
ム

・
ヘ

ン
Ⅱ
ノ
ッ

ク

窃
凹
』
倖
③
）

が
伽

ト
ガ
ル
王
国
仕
、

オ
ン
ゾ
ニ
世
・
一

六
州
と
、
●
攻
っ
た
。 が
州
し
て
あ
る
公
式
の
も
の
で
、
大
物
＃
・
孜
伸
・
回
勅
を
ど
と
沢
せ
ら
れ
て
い
る
・

代
、
現
在
の
六
州
て
は
な
く
、
山
州
で
あ
っ
た
か
、
彼
の
死
後
そ
の
子
サ
ン
チ
ョ
一
世
が

．
ア
ブ
・
オ
ン
ゾ
三
世
（
～
言
毛
公
）
が
猿
け
て
ド
ム
・
デ
ィ
ニ
ッ
ン
（
ｐ
Ｈ
画
』
計
国
）

に
至

そ
の
雄
初
の
司
令
官
に
は
、
ゼ
ノ
ア
人
の
マ
ノ
ェ
ル
ペ
ッ
サ
ニ
ャ
（
運
ロ
ロ
○
の
』

９

手
／
卵
ィ
魁
叩
ふ

－ 7－
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そ
う
し
て
専
ら
探
険
隊
派
造
の
事
業
に
身
を
投
じ
た
。

’

其
頃
ノ
ン
岬
（
○
口
冠
Ｃ
』
ざ
巳
（
ア
フ
リ
カ
西
岸
）
は
、
当
時
カ
ス
チ
ル
の
探
険
船
か
達
し
た
雌
南
端
の
地
点
で
あ
っ
た
か
ら

彼
は
そ
れ
を
越
え
て
南
に
船
を
派
遣
し
た
い
と
思
っ
て
い
，
た
・

当
時
東
方
貿
易
は
全
く
ム
ア
ー
人
の
手
に
握
ら
れ
て
い
た
の
で
、
印
度
の
物
資
は
ス
、
イ
ン
地
方
に
氾
濫
レ
セ
ヴ
ィ
ル
及
び

グ
ラ
ナ
ダ
の
ナ
ラ
セ
ン
王
の
豪
著
振
り
は
了
う
．
『
｜
ン
・
〃
ス
チ
ル
エ
柔
の
‐
衆
望
の
的
と
な
っ
て
い
た
。

そ
の
上
十
字
軍
に
参
加
し
て
中
東
地
方
に
行
き
、
所
荊
東
方
の
栄
韮
詮
実
兇
し
た
も
の
は
、
大
き
な
刺
戟
を
受
け
て
帰
っ
て

来
た
。
そ
れ
で
イ
ベ
リ
ア
半
島
よ
り
サ
ラ
セ
ン
人
を
駆
逐
す
る
こ
と
は
結
局
そ
れ
ら
の
東
方
物
壷
の
流
入
を
遮
断
す
る
こ
と
に

ｆ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｃ
１
■
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｊ
ｌ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
ｌ
■
’
１
１
１
１
１
１
．

な
る
の
で
、
ヘ
ン
リ
ッ
ク
は
そ
れ
に
代
る
方
法
と
し
て
、
海
上
よ
り
印
腱
へ
達
す
る
航
路
を
拓
か
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。

ド
ム
・
ヘ
ン
リ
ッ
ク
は
ヴ
ィ
セ
ウ
侯
の
授
爵
と
共
に
キ
リ
ス
ト
教
団
総
裁

霞
ｐ
、
蔚
括
．
○
両
苔
の
Ｏ
Ｈ
Ｑ
の
Ｈ
○
尚
。
ご
凰
曾
）

及
び
ア
ル
ガ
ル
ヴ
ェ
ス
王
国
知
事

命
○
く
の
Ｈ
目
（
）
Ｈ
ｏ
牝

昏
の

闘
画
Ｅ
Ｃ
己
○
怜
恥
迄
、
釦
埼
く
の
里

の
職
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
そ
う
し

も■ｆ‐
！
ｌ
Ｈ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｊ
ｊ
ｙ
ｒ
ｌ
１
１
Ｉ
１

Ｉ
Ｉ
０
Ｉ
、
、
９
ｌ
ｊ
Ｉ
ｊ
ｊ
Ｖ

て
前
者
の
職
か
ら
莫
大
な
収
入
が
入
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
印
度
興
易
航
路
醐
発
の
伽
究
に
、
後
生
を
投
ず
る
決
心
を
し
た
。

ト
ム
・
ペ
ド
ロ
は
コ
イ
ン
・
フ
ラ
侯
へ
ヘ
ン
リ
ッ
ク
は
グ
ィ
セ
ウ
侯

ｅ
Ｅ
ｇ
Ｑ
儲
《
白
の
の
色
）
莚
称
す
る
こ
と
と
た
っ
た
。
こ
れ
が

ポ
ル
ト
ガ
ル
に
於
て
侯
爵
を
授
け
ら
れ
た
初
で
あ
る
。

と
の
戦
役
（
颪
三
）
に
は
、
英
・
仏
・
独
其
他
各
国
か
ら
有
名
な
人
々
か
参
加
し
た
た
め
、
ヘ
ン
リ
ッ
ク
の
名
も
広
く
知

ら
れ
る
よ
う
に
た
っ
て
、
彼
は
法
皇
・
独
乙
皇
帝
・
カ
ス
チ
ル
〆
エ
及
び
英
国
王
左
ど
か
ら
招
待
を
受
け
、
そ
れ
ら
の
国
々
の
軍

隊
の
指
揮
官
に
任
ぜ
ら
れ
た
が
、
彼
は
ギ
ニ
ア
へ
の
進
出
を
考
え
て
い
た
の
で
、
そ
れ
ら
の
国
々
を
訪
問
す
る
こ
と
を
し
な
か

タ
（○

１

け
た
ｃ

つ
走
・

１
１

そ
う
し
て
新
居
を
ア
ル
ガ
ル
ヴ
の
サ
ー
グ
ル
岬
上
に
定
め
、
常
に
大
西
洋
を
望
ん
で
暮
ら
し
た
。
初
め
と
の
別
荘
を
テ
ル
サ

／

己
瞥
』
ず
巳
１

１

攻
撃
に
参
加
し
、
苦
戦
の
筏
こ
れ
を
占
侭
し
た
の
で
王
仗
三
人
の
士
子
に
対
し
、
戦
場
に
於
て
騎
士
の
爵
を
授

－ 8



そ
こ
で
彼
は
天
文
学
や
教
学
な
ど
を
学
び
、
萱
た
ア
ソ
リ
カ
に
咲
け
る
当
‐
、
１
人
の
交
通
焚
易
に
関
す
る
情
報
を
集
め
、
き

た
毎
年
数
隻
の
船
舶
を
用
意
し
て
探
険
隊
と
し
て
派
適
し
た
・

彼
の
弟
ド
ム
・
ペ
ド
ロ
は
ヘ
ン
リ
ッ
ク
の
悠
化
を
受
け
、
白
ら
束
方
及
ひ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
を
視
察
せ
ん
と
欲
し
て
、
一
四

一
六
年
に
リ
ス
ボ
ン
を
出
発
し
、
先
づ
。
〈
レ
ス
タ
ィ
ン
に
行
き
坐
地
を
巡
礼
し
、
ト
ル
コ
王
や
・
ハ
ビ
ロ
’
一
ア
の
サ
ル
タ
ン
を
訪

問
し
て
歓
迎
を
受
け
、
そ
れ
よ
り
ロ
ー
マ
に
至
三
Ｌ
法
皇
に
渦
し
マ
ー
チ
ナ
ス
五
世
（
画
一
七
～
一
習
一
二
）
か
ら
ポ
ル
ト
ガ
ル

ー

王
の
為
め
に
特
権
を
授
け
ら
れ
、
英
国
王
、
フ
｜
フ
ン
ス
王
と
側
じ
く
蚊
牡
式
を
受
け
る
潅
利
を
贈
ら
れ
た
。

そ
れ
よ
り
ハ
ン
ガ
リ
了
及
び
デ
ム
マ
ー
ク
王
を
訪
ね
次
で
ヴ
ェ
ニ
ス
に
行
き
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
共
和
国
よ
、
り
可
岬
刊
司
り
制
Ｊ
叩
酬
１
が

８
■
■
８
．
６
０
６
０
″
グ

ー
ｌ

旅
行
記
、
及
び
ポ
ー
ロ
が
作
製
し
た
地
図
を
贈
ら
れ
た
、
こ
れ
は
非
術
に
価
値
あ
る
も
の
と
思
は
れ
て
い
た
。

、
！
〃
０
ｌ
ｎ
Ｏ
Ｊ
Ｉ
ｌ
Ｊ
ｌ
Ｏ
ｑ

そ
れ
か
ら
英
国
に
行
き
ヘ
ン
リ
ー
六
世
王
（
西
一
二
～
一
噌
く
こ
か
ら
歓
待
を
受
け
一
四
二
七
年
山
月
二
十
二
日
に
ガ
ー
タ

ー
Ⅷ
Ｖ
ｄ
Ｊ
Ｊ
８
Ｄ
Ｉ
Ｉ
０
Ⅱ
Ⅱ
０
９
口
″
ｇ
０
■
０
口
Ｕ
■
、
日
日
■
〃
ロ

ー
勲
章
侃
授
者
負
目
曾
哉
貝

曽
の
車
回
：
腫
局
）

に
叙
せ
ら
れ
た
。
》
て
う
し
て
彼
は
十
二
年
の
永
い
旅
行
を
終
え
て
一
四
二

と
呼
ん
だ
。

１
勲
章
侃
授
者
負
目
曾
哉
、

八
年
に
リ
ス
ボ
ン
に
帰
っ
た
・

こ
の
頃
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
英
目

穀
物
・
無
花
果
・
乾
葡
萄

息

一
四
一
八
年
よ
り
一
四
二
（

西
経
一
六
度
二
○
分
）
及
び

ナ
バ
ル

宮
の
旬
ｏ
ｐ
ｚ
ｇ
５
揖

騨
目
肖
○
の
ロ
”
｝
菌
牙
上

と
乎
び
、
従
に
ア
ン
ノ
ァ
ン
テ
別
荘
つ
国
眉
幽
旦
⑪

同
鳳
目
風
与

、

こ
の
頃
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
英
国
と
の
間
の
焚
易
は
畷
ん
に
な
り
、
英
国
船
は
リ
ス
ボ
ン
に
集
り
、
酒
（
葡
萄
酒
）
・
ワ
ッ
ク
ス

萩
物
・
無
花
果
・
乾
葡
萄
・
蜂
蜜
・
馬
革
・
ナ
ッ
メ
果
・
塩
・
牛
皮
等
が
収
引
さ
れ
て
い
た
・

一
四
一
八
年
よ
り
一
四
二
○
年
に
亘
り
発
見
さ
れ
た
ボ
ル
ト
・
サ
ン
ト
島

守
・
創
○
⑳
ｐ
ｐ
３

Ｈ・
北
緯
三
三
度
二
分
、

西
経
一
六
度
二
○
分
）
及
び
マ
デ
ィ
ラ
島
含
且
の
時
凹
目

北
溌
三
二
瞳
四
○
分
、
西
経
一
七
度
○
分
）
は
、
ヘ
ン
リ
ッ
ク

の
派
遣
し
た
探
険
隊
の
発
見
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
一
四
三
伽
年
に
派
遣
し
た
ギ
ル
・
オ
ア
ネ
ス

合
障
』
固
働
ロ
ロ
①
の
）
は
、
ノ

ン
岬
を
越
え
て
ポ
・
シ
ャ
ド
ー
ル
岬
令
ｐ
ｇ
ｍ
２
目
・
同

北
緯
二
六
度
三
○
分
、
西
経
一
四
度
○
分
）
に
達
し
た
。

一
四
四
一
年
に
ヘ
ン
リ
ッ
ク
辻
、

ア
フ
リ
カ
沿
岸
、
異
教
徒
と
此
ク
為
の
速
一
吐
隊
を
派
遣
す
る
計
画
を
ロ
ー
一
ゞ
法
皇
に
報
告

－ 9 －
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し
、
ボ
・
シ
ャ
ド
ー
ル
岬
か
ら
南
へ
印
度
に
至
る
間
一
二
Ｌ
発
見
ナ
る
土
地
ワ
全
部
キ
ー
水
久
峠
店
ポ
ル
ト
ガ
没
上
位
に
伽
与
せ
ら
れ
ん

こ
と
を
乞
い
、
特
に
こ
の
征
服
の
努
力
の
主
目
的
は
、
七
の
地
っ
住
民
へ
の
に
逆
（
布
教
）
に
あ
る
訓
ら
、
こ
れ
を
ポ
ル
ト
ガ

良
く
待
遇
せ
ら
れ
、
普
通
の
自
１

の
半
面
の
み
を
見
た
の
で
あ
る
。

こ
の
報
告
は
ロ
ー
マ
法
皇
及
び
枢
機
郷
会
議
，
罪
雄
ら
非
常
に
価
値
あ
《
ゐ
も
の
と
趨
誌
ら
汎
決
皇
ニ
コ
ラ
ゥ
ス
五
世
（
一
函
阿
七
～

一
四
五
五
）
及
び
シ
ク
タ
ス
四
世
（
一
四
七
一
～
一
四
へ
四
）
か
ら
そ
の
要
求
に
応
じ
て
→
て
れ
そ
れ
大
勅
壮
山
窃
口
巨
）
か
発
せ
ら
れ
た
・

当
時
摂
政
の
職
に
あ
っ
た
ド
ム
・
・
ヘ
ド
ロ
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
ヘ
ン
リ
ッ
ク
に
対
し
探
険
・
航
海
・
貿
易
の
独
専
権
を
与
へ
、

玄
た
王
室
が
関
係
す
る
遠
征
事
業
よ
り
得
ら
れ
る
果
実
の
五
分
の
一
｝
征
収
得
《
ぅ
る
こ
と
を
許
し
、
主
た
ヘ
ン
リ
ヅ
ク
が
自
力
を

．

以
て
行
う
探
険
事
業
の
費
用
と
努
力
と
に
対
し
、
独
占
権
を
確
株
す
る
た
め
、
ヘ
ン
リ
ッ
ク
侯
の
発
行
す
る
航
海
許
可
征
を
持

つ
者
か
、
ま
た
は
特
に
命
令
を
受
け
た
る
も
の
の
外
は
、
何
人
と
錐
も
遠
征
に
行
く
こ
と
を
許
さ
ぬ
と
い
う
勅
令
が
発
布
せ
ら

そ
れ
で
派
遣
す
る
船
の
指
揮
官
に
は
土
人
痔
」
捕
蠣
ヘ
て
帰
れ
と
命
令
さ
・
孔
た
。

当
時
の
年
代
記
者
ア
・
ス
ラ
ブ
は
、
そ
の
目
撃
者
○
一
人
で
あ
っ
た
が
、
→
て
の
躯
す
る
所
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
土
人
捕
脚
は
、

良
く
待
遇
せ
ら
れ
、
普
通
の
自
由
民
２
卜
僕
と
何
様
に
愛
せ
ら
れ
、
童
た
は
親
切
に
取
扱
は
れ
た
と
あ
る
。
然
し
こ
れ
は
事
実

れ
た
。

ル
王
に
委
任
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
求
め
た
。

．
β
■
０
■
も
日
日
■
Ⅱ
０
９
８
８
１
０
Ｊ
口
，
、
〃
Ｉ
Ｂ
Ｄ

一
Ｅ
８
Ｊ
８
Ｕ
・
Ｏ
ｒ
８
Ⅱ
Ｉ
ｌ
Ｂ
Ｂ
１
９
ｌ
Ｊ
も

ア
フ
リ
カ
貿
易
は
、
主
と
し
て
奴
隷
の
Ｌ
無
禦
と
砂
金
の
独
侍
と
で
め
っ
て
、
こ
れ
か
ら
蒋
ら
る
る
利
益
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人

の
貧
慾
心
を
満
足
せ
し
め
、
主
た
こ
孔
を
得
ん
と
す
る
心
を
｜
て
て
る
も
の
で
あ
一
つ
た
。

国
民
も
初
め
は
、
こ
の
よ
う
な
企
は
あ
ま
り
に
愛
用
か
か
か
り
過
ぎ
る
と
反
対
し
て
い
た
が
、
そ
の
利
益
の
多
い
こ
と
を
知

る
と
、
や
が
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
旗
の
下
に
加
は
っ
て
分
け
前
に
写
か
《
ハ
｜
う
と
す
る
熱
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
風
擁
す
る
よ
う
に
左

つ

た
0

ヘ
ン
リ
ッ
ク
の

アI

は
之
を
捕
へ
来
っ
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
社
会
の
風
習
に
馴 馴誇学ぶというにあ

ぜつ

た
◎

－10．－



し
た
ノ
ル
マ
ン
人
ジ
ア
ン
・
デ
・
ベ
シ
ュ
ク
ー

帰
属

合
○
日
の
的
参
を
与
へ
た
、
恥
）
の
で
あ
っ
た
。

６
１

１
６
１
１
１
１
１
１
１
１
１
０
１
日
０
０
６
■
Ｕ

急
に
彼
等
を
攻
撃
し
て
、
多
教
の
人
を
殺
し
、
一

ヘ
ン
リ
ッ
ク
は
十
五
世
紀
の
初
め
か
ら
カ
ナ
リ
ー
群
島
の
頒
有
を
思
っ
て
い
た
か
、
然
し
こ
の
群
恥
は
カ
ス
チ
ル
王
の
派
遣

し
た
ノ
ル
マ
ン
人
・
シ
ア
ン
．
デ
．
ベ
シ
ュ
ク
ー
ル
ト

倉
の
ｐ
ロ
。
，
、
の
言
の
厚
。
ｏ
〆
『
“
が
発
見
征
服
し
た
も
の
で
王
が
彼
に

一
四
四
三
年
に
ラ
・
コ
ス
Ｐ
ｐ
胃
参
の
一
商
社
が
ヘ
ン
リ
ッ
ク
よ
り
姻
限
付
で
、
一
ノ
フ
リ
ヵ
の
ム
ァ
ー
人
と
の
間
の
貿
易
免
許

を
受
け
、
ア
フ
リ
カ
商
会

食
○
百
２
揖
勵
：
”
口
○
○
臼
冒
画
畢
の
苦
の
下
に
、
牧
隻
の
船
を
繊
装
し
て
派
遣
し
た
・

船
は
ノ
ン
岬
よ
り
南
へ
下
り
、
ナ
ル
島
倉
働
吋
Ｈ
）
．
と
い
う
小
さ
た
酌
に
達
し
た
か
、
ム
ー
ア
人
と
取
引
し
よ
う
‐
と
は
せ
ず
、

１
１
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｊ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

然
し
両
国
は
、
各
そ
の
主
張
を
柱
げ
ず
、
《
子
〕
の
領
有
権
を
タ
い
続
け
て
い
た
・
か
一
川
上
九
年
九
月
四
日
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
了

フ
オ
ン
ゾ
五
世
と
フ
エ
ル
デ
イ
ナ
ン
ド
及
び
イ
ザ
ベ
ラ
と
の
間
に
平
和
協
約
が
結
ば
れ
た
。
そ
の
中
の
一
条
に

ノ
ン
岬
か
ら
印
度
に
至
る
海
上
、
及
び
附
近
○
鼎
で
征
服
し
た
も
の
は
、
総
て
ホ
ル
ト
ガ
ル
の
領
有
に
帰
す
．
へ
く
、
然
し

カ
ナ
リ
ー
島
及
び
グ
ラ
ナ
ダ
島
は
カ
ス
チ
ル
人
の
所
属
と
し
て
残
さ
〃
・
く
し
。

つ
ち
←
Ｃ

ヘ
ン
リ
ッ
ク
は
こ
の
こ
と
を
卿
き
、
土
人
の
俊
幾
に
備
〃
、
根
拠
地
を
作
る
た
め
ナ
ル
島
の
附
近
の
ア
ル
ギ
ン
蛤

令
Ｈ
ｍ
屋
Ｐ
ｐ

Ｈ
・
北
緯
二
○
度
四
○
分
、
西
経
一
六
度
三
○
分
）
に
小
さ
な
要
塞
を
築
き
一
会
仕
の
利
用
に
充
て
た
が
、
会
社
は
と
こ
に
商
館

（
甘
○
寸
○
門
畢
を
建
て
、
毎
年
船
に
て
毛
織
物
・
麻
布
・
銀
・
殺
類
な
ど
を
送
り
こ
れ
と
引
換
に
黒
人
奴
隷
・
砂
金
を
持
ち
帰

カ
ナ
リ
ー
島
及
び
グ
ラ
ナ
ダ
島
は
力

と
あ
っ
て
、
こ
れ
が
調
印
せ
ら
れ
た
。

一
四
四
○
年
ド
ム
・
ヘ
ン
リ
ッ
ク
の

を
発
見
し
、
’
四
四
五
年
よ
り
一
四
五

卜
戸
匡
』
ぬ
］
○
口
・
口
己
○
の
》

は
、

カ
ポ

度
○
分
）
を
発
見
し
セ
ネ
ガ
ル

おのぺ』

←
ク
の
探
険
隊
は
γ
・
ソ
ー
レ
ス
群
島
（
百
・
句
・
〕
Ｈ
の

北
津
二
八
度
〆
‐
分
、
西
経
三
○
度
○
分
）

四
五
六
年
に
か
け
ヘ
ン
リ
ッ
ク
の
顎
業
に
つ
い
て
い
た
ヴ
ゴ
ネ
チ
ァ
人
ル
ィ
シ
・
カ
ダ
モ
ス

カ
ポ
・
デ
・
ヴ
ェ
ル
テ
詳
叩
咽
（
。
・
で
”
ロ
“
く
り
可
１
の
圃

北
壁
ナ
箕
三
○
分
、
西
経
二
○

命
の
己
の
目
］
）
ガ
ン
ビ
ア
″
令
四
制
Ｃ
局
）
及
び
リ
オ
・
グ
ラ
ン
デ
川
（
智
○
の
鄙
⑧
画
一
坐
な
ど
を
探

臼
五
十
五
Ⅷ
ぺ
の
黒
人
奴
隷
世
補
え
て
蹄
っ
て
来
た
。
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